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[ 2006/12/01 (金) 02:05 ] ˂ くもり 東京出張 
 

今日から三日まで東京に出張だ、、、。ノートパソ

コンのキーボードが壊れているので、持参するの

はやめた。 
まだ見積もりやら規格書の提出、メールの返事が

残っているので今日は多分徹夜になりそうだ。新

幹線の中で三時間ぐらい寝れる。味噌屋稼業も、

体力がいる。 
東京のある大きなお店に京都の問屋さんのお力

添えで商品を取り扱っていただくことが最近出来た。しかし短期間の間にミスを二回犯し

てしまった。 
一つは賞味期限の印字ミス。商品はバリバリに新しいのだが、賞味期限が一週間しかなか

った。つまり古い商品ですという表示になって出荷してしまった。プリンターの異常とし

か考えられなかったが、、。二回目は同じ商品でグラム数が違っていた。３４５ｇと７５０

ｇの味噌のラベルの貼り間違い。逆に貼ってしまったのが一部あった。 
いずれも売り場に出す前に気がつけば傷も浅かったが、売り場に出てお客様のご指摘で分

かった。 
なんやこれ、、！って言う感じで、このお店は安心・安全な食品を専門に扱っているという、

お客様が持っているお店の信用を大きく失墜させてしまった。 
確かにラベル支給された翌日の出荷で時間がなく現場からは出来ない、無理といってきた

が、その出来ない現実を何とか乗り切ってくれといってみんなで必死こいて納期に間に合

わせた。 
ケアレスミス、、、、急いでいたので細心の注意が払われなかったのが原因、、、。 
本日バイヤーに謝りに行って 29店舗のうちなん店舗かで間違いの商品が出たと思うので土
日は店舗を回ってお詫びに行く。 
写真は、カリフォルニア産の有機のあきたこまち。外米だ。ニ三日前に入荷した。このこ

まち食べてみると日本のコシよりもおいしい。関税で保護されているが安い価格で国内に

入ってくると日本の農業はつぶれるのでないかといつも思う。 
現場から、桶十本分もの仕込みは年内はむりとの声。土日返上で工場フル回転で仕込もう

と思ったが、やめた、、、。おけもそんなに空いていないし、、、。 
来年のサクラの花が咲く頃までにシコシコと仕込めばいい、、、。仕込み計画も練り直す必要

がでてきた。 
 
[ 2006/12/02 (土) 18:01 ] ˂ 恵比寿で商談 リーチだな、、。 
大阪のＭ社のバイヤーさんからご紹介頂いた 社のＴ専務様とご商談させていただいた。お

若いエネルギッシュな方でお話をしていてもパワーが伝わってくるような方だった。 
商談内容は、キパワーソルトという塩で味噌を作らないかという話だった。食塩水に釘を

入れると赤く錆びてしまうが、この塩の場合錆びない還元力が強い塩としった。健康にも

よいとおもわれた。「未来」の塩がこの時期になってもまだ決めかねていた。福井のＥ塩、
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大島のＵ塩、沖縄のＫ塩と候補が上がったがなぜか自分の腹が決まらなかったからだ。話

を伺っていてこの塩にすることに決めた。来週に見積もりをお願いした。意外と早く決ま

った。 
テンパイ即リーチだった。 
 
[ 2006/12/02 (土) 17:59 ] ˂ 東京は、はれ  

東京は春のように暖かかった。きっと空っ風で寒

いとおもい厚着をしてきたが不要だった。汗がで

た。 
Ｎ社のバイヤーさんと商談。あわせ味噌が好評だ

ったとお聞きした。甘口の麹たっぷりの麦味噌と、

男性的な大豆のうまみの強いさといらずとのミ

ックスで、私もうまいとおもっていた。 
またさといらずの話の中で、来年の節分の時には

さといらずのいり豆の販売を今年は具体化したい。 
商談のあと、近所にオーガニックのパンやさんがあるというので、一緒に行ってみた。246
を渋谷駅のほうに向かって路地に入ったところにこぎれいな店があった。 
入り口にはオレンジ色でＭ商事と書かれた原料の小麦粉がおかれていた。店内にはジャム

などもおかれていたが全て認証のついたものばかりだった。 
蓬パンを一個買った。饅頭のような形をした少し大きめのパンだったが 420 円だった。帰
り道のクレオンハウスというおしゃれな感じのするオーガニックもスーパーマーケットも

見学した。 
この界隈、大使館やオフィス街で近隣にお住まいの方通勤の方が買いにこられるようだっ

た。だいたい地下鉄 160円ぐらいの距離の方が買いにこられると聞いた、、、。ソフトボール
を半分に切ったぐらいのパンが 420 円というと、福井ではちょっと無理なきがする。オー
ガニックビジネスも買い支えてくれるお客様がいないと続かない。やはり東京かなぁとい

う気がした、、、、。 
 
[ 2006/12/03 (日) 22:27 ] ˂ 久司道夫氏 「果てしない旅」 

午後から久司道夫の講演会に行った。約三十年ほ

ど前に一度大阪で彼の講演を聞いたことが会っ

て今度が二回目だった。 
この会での話は第六回目で「果てしない旅」とい

うテーマだった。大学の哲学の授業のようで面白

い笑いを取るような話は全くなく淡々と話され

た。 
人は無限からやってきて、無限の世界に返るとマ

クロビで聞いたことがあったが今回の講演でなるほどとおもった。マクロビの本質の話だ

った。 
もう一つは全人類の危機という内容だった。2102年には北極の地軸が真北に来るため天変
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地異、地球の大変動が起こる警鐘の話だった。もうこの危機を防ぐには遅すぎるらしく後

戻りできない。今は少しでも遅らすことしか出来ない状況をパワーポイントで説明された。

癌、エイズ、ＣＯ２，海面上昇、人口問題、石油、戦争、環境破壊等などの説明があった。

早ければ 2040年から 2050年ごろに危機的状況が起きてくるかもしれない。 
百年桶は 2105年に解体して書かれた文字を読むことにしているが、その三年前には天変地
異が起きると聞いてしまった。話を聞いた範囲では輝かしい日本の未来は想像できにくい

気がした。 
久司氏と一諸に各国を回っておられる女性の方が、「日本の素晴らしい物を日本人自らが消

し去っている」と外人からよく言われるというスピーチがあった。非常に印象的な言葉だ

った。味噌屋している私も同感だった。国内需要は減少しているが、海外需要は大きく伸

びてきている。味噌ほどすばらしいものはないのに、これは日本人よりも外人のほうが和

食の価値を見出してくれている現われだとおもう。 
会場で福井県出身の富士山ばかり取っておられる写真家のロッキー山田氏を見つけた。す

かさずお名刺交換をさせていただいた。福井駅前の出身だそうで、麹味噌でないと味噌は

だめだと話されていた。東京ではどこで売っているのかと聞かれてすぐに答えられた。よ

かった、、、、昨日今日と得意先回りをしておいて、、、。 
道徳会館までＡさんと話しながら会場に行った。 
みんな仏教徒なのに今日はコンサートとクリスマスパーティーがありそれに参加してみた。

仏教徒の日本人にとってクリスマスってなんなんだろね、、、。深く考えないことにした。 
東京最終電車で夜中に帰省した。駅まで迎えに来て欲しいと、òえらい人óにお電話でお願い
したらタクシーで帰ってこいといわれた。家に帰ったらかみさんはケツ向けてすでに寝て

いた。夫婦の冷え切った関係を少し感じた、、、。私の徳のなさがこのような結果を招くのだ

ろうと反省,,,,しなかった。 
 
[ 2006/12/03 (日) 08:37 ] ˂ 東京は、はれ 売り場を見に行った。 

昨日は新宿のカプセルホテルに泊まった。ビジネ

スホテルの約半額だし、何よりも大きなお風呂に

入れるのが疲れたからだには嬉しいものだ。隣の

歯軋りやいびきが気にならなければ寝るだけな

のでこれで十分。 
新宿駅から立川、新宿高島屋、日本橋高島屋、大

井町そして品川のお取引先を回った。立川駅は初

めて行ったが大きな駅だった、、、。駅の地下でお

店があってうちの有機みそが販売されていた。自社の製品が大きな東京という舞台で販売

されているのをみるにつけ嬉しいというよりも、責任の大きさというか厳しさみたいなも

のを強く感じた次第、、、。 
買ってくださるお客様の期待に答えたい、、、。写真は立川駅 
 
[ 2006/12/04 (月) 08:03 ] ˂ くもり 大学の八項目 
東京出張の折、土曜日新宿の道徳会館で行われた土曜講座に参加した。テーマは「大学」
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の八条目という儒教の教えだった。 
八条目とは格物、致知、誠意、正心、修身、斉家、治国、平天下の八つ。 
講義のメモから、、、 
「平天下」とは、各々が各々価値を認め、各々力量を発揮する社会 
「治国」とは、徳治国家、別な言い方すると良心国家。日本はどんな国かといえば「法治

国家」軍事国家のところもある。 
「斉家」 一軒一軒の家が整うことをいう。 
「修身」 行い 
「正心」 正しい心 
「誠意」 誠とは正しいという意味。意図、意志のはかりごと、心の根っこにある意念が

どうか？ 
「致知」 本当のことを知る。 
ここで問題が出た。難しい講義だが、寝ていてはいけない。 
坂道で引越しのリヤカーを引っ張っている大人と子供がいた。前の大人に後ろの子供は貴

方の息子ですかと聞いたらそうですといった。 
後ろの子供に前の人は貴方のお父さんですがと聞いたら違うといった。二人の関係はどん

な関係なのかという問題だった。 
私は答が分からなかった、、、！？ 
この答、正解の方、先着一名の方にお好きな有機みそワンケース（6個）着払いで差し上げ
ます。（コメントに書いてね。） 
花は紅。柳は緑が、ヒント。 
「格物」 名誉欲、所有欲、物欲を排除する。情けは流される。無一物、とらわれない、

偏りがないすっきりとした気持ち。 
昔は権力とか財力が通じたがこれからの時代は真理に通じていないと道に通じていないと

やっていけないとの話だった。 
大学とは東京大学や農大のことではなかった。大学で大学を教えてもらえなかった、、、。東

京まで 550ｋｍ離れているので、土曜講座を毎回聞きに行くのは難しい、、、。 
これから東京出張はこの土曜講座にあわせて予定を立てることにしよう、、、。 
ご参考までに、、http://homepage1.nifty.com/kjf/China-koji/P-048.htm 
 
[ 2006/12/05 (火) 23:42 ] ˂ 風の子幼稚園 味噌造り 

随分前に味噌造りをしたいのでというメールが

名古屋から頂き、本日圧力鍋等を持参して会場の

名古屋市内に行った。 
場所は「風の子幼稚園」で、作られるのは母親の

皆さん達。今まで味噌つくりの説明をしに何回か

行った事はあるが、滋賀県、岐阜県を越えて愛知

県まで行ったのは初めてで、最延長の記録となっ

た。156ｋｍだった。 
お母さん方が大豆を煮て子供たちが麹と塩を混ぜて作るという企画だった。子供たちから
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はつぶれた大豆がミンチから出てくるのをみて、粘土みたいといった子がいた。なるほど

子供らしい感想だった。子供たちは珍しそうにつぶれてくる大豆を食い入るように興味深

げに見ていた、、、。 
大きな学校や病院となると、一食あたりの予算がどうのこうので、割と原価計算が先に来

てしまって限られた予算の中で腕を振るうことになり、食材の吟味がややもすると軽んじ

られることもあるのでないかと思うが、この幼稚園では子供たちに食育なんだろうか手間

隙かけて親子の体験を行っていた。材料は国産の有機原料だった。 
年間の使用量としてはそうたいした糧はいらないと思う。業者から購入すればいいところ

だが、あえてこうして母親の皆さんが子供たちと一緒に味噌つくりを行っているのをみて、

時代の先端を行っているのでないかとさえ思った。 
ニ三十年するとこの子達も親となるだろう。子供のときに母親と一緒に作った味噌の味を

きっと忘れずに覚えてくれていることだろう、、、。次の世代へ受け継いでいって欲しい、、、。 
 
[ 2006/12/05 (火) 04:57 ] ˂ くもり 名古屋出張 今庄は雪 

名古屋に出張、二件回って会社にもどり、金沢と

小松に行く予定だったが、時間が足らなくて金沢

訪問は次回にした。 
昨日営業車、全車スタッドレスに交換した。交換

しておいてよかった。今庄付近と福井から滋賀県

にかけての県境には雪があった。すでに除雪はさ

れていて問題はなかったが、冬がきたんだなぁと

雪を見て感じた。 
（写真は車窓から撮影、危ないよね、、、。） 
 
[ 2006/12/06 (水) 07:54 ] ˂ くもり 第 49回全味鑑評会結果 
先月行われた第 49回の全国味噌鑑評会の結果が届いた。全国から 655点が出品された。 
出展したのは「有機黒大豆みそ」だった。こちらは秋場さんの無施肥栽培黒豆と、藤本農

園サンの同じく無施肥のコシ、塩は天外天塩でちょうど一年寝かせた味噌だった。 
判定結果は「優」とでていた。六名の審査委員のコメントも添らられていた。 
味が渋すぎる 
もう少し旨み、甘みがほしい。 
見た目がちょっと、味はよい 
濃厚な旨み 
それなりに 
と書かれていた。色、味、香り、組成、総合１、総合 2 の判定が載っていた。味、香り、
組成にはいい点数がついていたが色のところはよくなかったようだ。 
格付けは、秀、優、良、可、不可の五段階で表される。来年は 50周年に当たるので鑑評会
のやり方も変えるとの話を聞いている。私としては、天然醸造、有機みそ部門を作って欲

しい。 
農林水産大臣賞を受賞したのは、 
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ますやみそ（広島）、マルコメ（長野）、あおき味噌（新潟）、中村醸造場（長野）岩田醸造

（北海道）、麻生醤油醸造場（大分）となっていた。（敬称略） 
総合食料局長賞１５社、名誉審査委員長賞 78社が受賞された。 
北陸では富山の日本海さん（甘口麹味噌）、加賀味噌さん（加賀一宝生）が受賞なされてい

た、、、、。 
[ 2006/12/07 (木) 07:38 ] ˂ くもり 05年度 格付け実績 
農水省が平成 17年度の格付け実績を発表した。 
格付けとは簡単に言えば、有機ＪＡＳマークを食品（農産物）につけること。昨年の実績

が出たようだ。 
この表を拝見すると大豆は 3万 6千トン格付けされている。そのうち国産の有機大豆は 

877 ㌧、前年の 630 ㌧から比べるとやや増えたようだ。有機大豆
でも国産となると 2.4%の比率になる。 
また有機味噌は国内で 3476㌧生産された。国内生産量を 50万ト
ンと考えると、有機みそは大体 0.7%の割合になる。大体 140人の
うちお一人が変われることになり、残りの 139人の方は要らない、
買わないという方という単純計算になる。 
以前は 200 人にお一人ぐらいの割合だったが、購入いただく有機
みそファンが増えて来ているようだ。 
しかし国内農産物総生産量の有機の割合が 0.16%とは随分低いも
のだ。 
詳細は以下にアクセスしてください。 

http://www.maff.go.jp/soshiki/syokuhin/heya/new_jas/h17nintei_kakutuke.pdf 
 
2006/12/08 (金) 06:56 ] ˂ くもり りんご農家 木村秋則さん 

昨日のNHK総合テレビでプロフェッショナルと
いう番組が放映された。青森県弘前市のりんご農

家木村さんの話だった。ご覧なられた方も多いの

でないかと思う。 
２．４ha.に６００本のりんごを栽培している。
りんごは病気に弱く消毒が必要とされていたが、

農薬も肥料も使わず見事に実をつける。そのりん

ごは腐らない。二年経ったカピカピのりんごが写

ったが、自然のものは腐らず枯れていくといわれ

た。 
常識を変えた男として多くの農業研究者、栽培農

家が見学にこられるようだ。 
番組の中で、「りんごが主役」。育てない、育ちやすい環境にお手伝いしているだけ、、、。 
心がなければ続かない、、、。といわれた言葉が印象的だった。 
当初八年間は全く実らなかったそうだ。その間、親子の生活の話がでてきた。途中何度も

やめようと考えたそうだが、春になってくると、もう一年やってみようと思うようになり、




